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【要  旨】  
糖尿病治療において、患者の食生活を把握する為に自己申告による自記式食
事歴法質問票 (DHQ:dietary history questionnaires)がよく用いられている。
健常人において申告誤差が起きる事が知られているが、日本人 2 型糖尿病患者
でどの程度の申告誤差が生じるかは明らかでない。そのため本研究では、日本
人 2 型糖尿病患者において DHQ でどの程度の申告誤差が生じているかを調査し
た。当院通院の 2 型糖尿病患者 60 名が DHQ の記載、 24 時間蓄尿検査、 3 日間                                                                                                                                                                           
食事記録 (DR:dietary record)の記載、管理栄養士の栄養指導を受け、 DHQ から
推定されるエネルギー摂取量、たんぱく質摂取量、ナトリウム摂取量、カリウ
ム摂取量を 24 時間蓄尿検査、 3 日間食事記録法から推定される値と比較した。
エネルギー摂取において男性で 12.5%、女性で 14.6%の過少申告が認められ、た
んぱく質摂取は女性で DHQ からの推定値が、 24 時間蓄尿からの推定値より 19%
高かった。エネルギー摂取の過少申告については肥満者ほどその程度は大きく、
女性においては若年者ほど過少申告の程度が大きかった。  
                                  
